



















　2005 年の 4 月に日本獣医生命科学大学の獣医学
部をご卒業になりまして，そして農水省の技術系技





































































































































































































ζというのはαのほうの Embryonic type ですけれ
ども，こういった胚子期に発現されるタイプのヘモ
グロビンというのが確認されるようになりました．





























































































































































































に影響を与えてとかですね，あるいは in vitro で
やった時に，もしかすると間接的に骨吸収抑制のほ
うに，例えば，先ほど，ちょっとお昼のディスカッ
ション，させていただいた時にあったんですが，前
駆細胞であるマクロファージに影響を与えますの
で，それで破骨細胞数を減らすんじゃないかという
可能性もなくはないんですけれども，少なくともで
すね，分化のほうに影響を与えているっていうの
は，ちょっと今のところデータでないので，直接的
重症貧血モデルマウスの確立及び研究
641
にはないのかなとは思います．
○質問　なんかね，ちょっと素人的には，骨髄の体
積がね，大理石骨病的になってしまって，骨髄の量
がガーッと減ってしまうことも起因するのかなと，
ちょっと思ったんですけど．
○大塚　骨髄，実は骨髄腔，今回，データをお示し
してないんですが，骨髄腔の容積というかは，ほぼ
変化ないです．
○質問　あ，変化ない．
○大塚　はい．代わりに，じゃあ，何が増えてくる
のかっていいますと，顆粒球が，非常に，赤芽球系
とかマクロファージがいなくなった分，顆粒球がか
なり占めてきて，やはり，ただ，骨梁の部分ですね，
一次骨梁の部分はかなり伸びるんですけれども，
トータルで言う，その骨髄腔の容積というのは，ほ
ぼ変化がないっていうのは確認できております．
○質問　なるほど，なるほど．あ，ありがとうござ
います．
○大塚　先生のほうがご専門なので．すいません．
○質問　あ，いえいえいえ．もう一個だけいいです
か？
○座長　あ，どうぞどうぞ．
○質問　是非に，ちょっと．ちょっと，これは先生
の実験と関係ないかもしれないんですけど，2つく
らい，最初のほうのスライドに，APR，急性期症
状のことがちょっと出ていましたよね．あ，これの
右上に．炎症反応，発熱など．
○大塚　はいはいはい．
○質問　これは先生の今回の発見に関係あると思い
ますか，思いませんか？
○大塚　ええとですね，まず，ちょっとこれも難し
いところなんですけれども，確かに，NBP，打ち
ますと，GCSF 以外にも，ほかのサイトカイン類，
かなり上がってくるっていうのは確認できているの
ですね．あと，私の前いた大学院生の，この仕事な
んですけれども，リウマチモデル，コラーゲン誘導
性関節炎のような炎症性疾患にNBP を打つと劇症
化するっていうのが確認できています．なので，少
なくとも，こういった炎症性サイトカインを刺激す
るっていうのは確認できていますので，NBP が直
接的に炎症を増悪するというのは…．
○質問　うん，ありうると．
○大塚　はい．ただ，NBP，そうですね，炎症が下
地にあったほうが，より劇的に起こるというイメー
ジはあります．
○質問　ああ，なるほどね．分かりました．どうも
ありがとうございます．先生のご活躍をお祈りして
います．
○座長　ほか，ございますでしょうか？
　先生，最後，ちょっと確認なんですけど，その幼
若型の赤血球ヘモグロビンが出来るということは，
骨髄で造血できなくなったので，ほかが頑張って
作ってるんだけれども不完全なものが出来てしまう
のか，それとも，この状態では幼若型のほうがいい
のか，それはどういうふうに解釈されるでしょう？
○大塚　まだそこはちゃんと解析ができていないん
ですけれども，一つは，その幼若型，失礼，プリミ
ティブなタイプの造血細胞が残っている可能性って
いうのは実は指摘があって，例えばマクロファージ
を見ますと，まあクッパーの一部もそうなんです
が，確実に証明されているのがミクログリアなんで
すが，ミクログリアは，実はプリミティブな造血に
由来するマクロファージになります．で，ミクログ
リアは，結構，自己増殖しているんですけれども，
どうも幹細胞的なものも，まだ残っているらしいの
で，そういったものが，もしかすると造血が骨髄で
抑制されて増殖をして分化しているという可能性も
できる，あ，可能性もあるんですけれども，おそら
くは幼若なものがかなり刺激されて出てきてしまっ
ているっていうほうの可能性が高いですね．
　あと，もう一つは，胚子型のヘモグロビンという
ものが，Adult type に比べると非常に酸素に対す
る親和性が高いので，機能的な部分で酸素をよく取
り込めると言えばそうなので，そういう可能性もな
くはないんですけれども，どちらかというと造血系
が異常で幼若なものとかが動員されてしまっている
という感じはあります．ちょっと，そちらも，まだ
解析が不十分なんですが．ありがとうございます．
○座長　はい，ありがとうございました．まだ，質
問．おありかと思いますが，時間となりましたの
で，じゃあ，大塚先生，どうもありがとうございま
した．もう一度，盛大な拍手をお願いいたします．
（拍手）
○司会　ありがとうございました．
